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三重県立松阪あゆみ特別支援学校学則 

 

第 1章 総則 

 

【名称】 

第 1条 この学校は、三重県立松阪あゆみ特別支援学校と称する。 

【目的】 

第２条 この学校は、学校教育法に基づき、知的障がい者に対してその特性を踏まえ、小

学校、中学校又は高等学校に準ずる教育を施し、あわせて社会の一員として生きていく

ために必要な知識技能の修得を図ることを目的とする。 

２ この学校は、前項の目的を実現するための教育を行うほか、幼稚園、小学校、中学校

又は高等学校等の要請に応じて、教育上特別の支援を必要とする幼児、児童又は生徒の

教育に関し必要な助言又は援助を行う。 

【位置】 

第３条 この学校の位置は、三重県松阪市久保町１８４６番地１９５とする。  

【部の設置】 

第４条 この学校に、三重県教育委員会（以下「教育委員会」という。）の定めるところ

により、小学部、中学部及び高等部を置く。 

２  高等部に設置するコースは、普通科生活自立コース及び普通科社会自立コースとする。 

【修業年限】 

第５条 この学校の修業年限は、小学部にあっては６年、中学部にあっては３年、高等部

にあっては３年とする。 

 

第２章 学年、学期、休業日等 

 

【学年】 

第６条 この学校の学年は、４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

【学期】 

第７条 この学校の学期は、学年を分けて、次の３学期とする。 

（１）第１学期 ４月１日から７月３１日まで 

（２）第２学期 ８月１日から１２月３１日まで 

（３）第３学期 １月１日から３月３１日まで 

【休業日】 

第８条 この学校の休業日は、次のとおりとする。ただし、４号から７号については前年

度に定めるものとする。 

（１）国民の祝日に関する法律に規定する休日 

（２）日曜日 

（３）土曜日 

（４）学年始休業日 

（５）夏季休業日 
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（６）冬季休業日 

（７）学年末休業日 

（８）その他教育委員会が必要と認める日 

（９）校長が特に必要と認め、教育委員会が承認した日 

【振替授業】 

第９条 校長は、学校祭、保護者授業参観等恒例の学校行事を行う場合その他教育の実施

上特別の事情がある場合は、授業日と休業日を又は休業日と授業日をそれぞれ振り替え

ることがある。 

【臨時休業】 

第１０条 校長は、非常変災その他急迫の事情がある場合又は教育の実施上特に必要と認

める場合は、臨時に授業を行わないことがある。  

 

第３章 教育課程及び教科書等 

 

【教育課程】 

第１１条 この学校の小学部、中学部及び高等部の教育課程は、特別支援学校小学部・中

学部学習指導要領及び特別支援学校高等部学習指導要領の基準により、校長が編成する。 

【教科書等】 

第１２条 この学校で使用する教科書は、教育委員会が採択したもののうちから校長が選

定する。 

２ この学校において教科書以外の教材を使用する場合は、校長が選定する。 

 

第４章 修了及び卒業の認定等 

 

【修了等の認定】 

第１３条 校長は、各学年の所定の教育課程の修了を認定し、又は卒業を認定するに当た

っては、児童又は生徒の平素の成績を評価してこれを行う。 

【卒業証書の授与】 

第１４条 校長は、小学部、中学部又は高等部の所定の教育課程を修了したと認めた児童

又は生徒には、卒業証書を授与する。 

【原級留め置き】 

第１５条 校長は、高等部の生徒のうち当該学年における所定の教育課程を修了すること

ができなかった者で教育上必要がある場合は、その者を原級に留め置くことがある。 

 

第５章 入学、編入学、転入学 

 

【入学資格】 

第１６条 この学校に入学することのできる者は、学校教育法施行令第２２条の３に定め

る程度に知的障がいを有する者のうち、次のいずれかに該当する者とする。 
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（１）小学部 年齢満６歳に達した者 

（２）中学部 小学校、特別支援学校の小学部若しくはこれに準ずる学校を卒業した者 

（３）高等部 中学校、特別支援学校の中学部若しくはこれに準ずる学校を卒業した者 

【入学の志願】 

第１７条 この学校に入学を志願する者は、教育相談を受けなければならない。 

２ この学校の高等部に入学を志願する者は、入学願書に住民票の抄本を添えて校長に提

出しなければならない。 

【募集及び選考】 

第１８条 この学校の高等部に入学しようとする者の募集及び選考に関し必要な事項は、

教育委員会が定める。 

２ 入学選考日に無届けのまま欠席した場合は、受検資格を認めないことがある。 

【入学許可】 

第１９条 この学校の高等部への入学は、校長が許可する。 

２  校長は、入学の許可を受けた者が次の各号のいずれかに該当するときは、その許可を

取り消すことができる。 

（１）偽り、その他の不正行為により入学の許可を受けた場合 

（２）入学式の日に無届けのまま入学手続きをしなかった場合 

（３）入学式の日から無届けのまま３日以上欠席した場合 

【入学手続】 

第２０条 前条の規定により入学を許可された者は、誓約書を提出しなければならない。 

【保護者及び保証人】 

第２１条 児童又は生徒の保護者は、その親権を行う者又は後見人とする。ただし、やむ

を得ない場合は、成年者であって一家の生計を営む者をもって、これにかえることが

できる。 

２ 高等部の生徒のうち在学中に成人となったときは、その親権を行ってきた者又は後見

人であった者を保護者という。 

３ 保護者が県外に住むとき、その他特別の事情のあるときは、学校所在地又はその付近

に居住する成年者であって一家の生計を営む者を保証人とし、保証人届を提出しなけれ

ばならない。 

【編入学】 

第２２条 保護者が就学させる義務を猶予又は免除された者について、当該猶予の期間が

経過又は当該猶予若しくは免除が取り消されたときは、校長は、その者の年齢及び心身

の発達状況を考慮して、相当の学年に編入するものとする。 

２ 高等部にあっては、編入学を認められない。 

【転入】 

第２３条 校長は、高等部に転入を希望する者があるときは、教育上支障がないと認める

場合に限り、転入を許可することがある。 

２ 転入を希望する者は、転入願に所定の書類を添えて校長に提出し、教育相談及び検査

選考を受けたうえで、その許可を受けなければならない。 

３ 再転入を希望する者は、転入願に所定の書類を添えて校長に提出し、その許可を受け
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なければならない。 

 

第６章 転出、退学、欠席等 

 

【転出】 

第２４条 この学校の高等部に在学する者が他の特別支援学校の高等部に転出を希望する

ときは、保護者連署によるその理由を詳記した転出願を校長に提出し、その許可を受け

なければならない。 

【退学】 

第２５条 この学校の高等部に在学する者が退学をしようとするときは、保護者連署によ

る理由を詳記した退学願を校長に提出し、その許可を受けなければならない。 

２ 校長は、性行不良を重ねる者又は正当な理由なく長期にわたり出校しない者に対して

は、前項による退学願の提出がなくても、退学に処することができる。 

【休学】 

第２６条 この学校の高等部に在学する者が、病気その他やむを得ない理由により引き続

き９０日以上欠席する見込みの場合は、校長の許可を受けて、１年以内の期間休学す

ることができる。 

２ 休学の許可を受けようとする者は、医師の診断書等その理由を証する書類及び保護者

連署による休学願を校長に提出し、その許可を受けなければならない。 

３ 休学の期間が１年に達し、なお復学できないときは、退学願の提出がなくても退学と

する。ただし、校長が必要と認めるときはその期間を延長することができる。 

【復学】 

第２７条 休学中の者が、休学の理由が消滅したことにより又は休学期間が満了したこと

により復学しようとするときは、保護者は、復学願に医師の診断書等その事実を証明す

る書類を添えて校長に提出し、その許可を受けなければならない。 

【欠席】 

第２８条 この学校に在籍する者が、傷病その他やむを得ない理由により欠席しようとす

るときは、保護者は、その旨を校長に届けなければならない。 

【出席停止】 

第２９条 校長は、この学校に在籍する者が感染症にかかり、又はその恐れがあるときは、

その者に対し出席を停止させることがある。 

【忌引】 

第３０条 校長は、この学校に在籍する者の親族の死亡により忌引の願い出があったとき

は、これを許可することがある。 

【コース変更】 

第３１条 この学校の高等部に在学する者がコース変更を希望するときは、保護者連署に

よるその理由を詳記したコース変更願を校長に提出し、教育相談及び検査選考を受けた

うえで、その許可を受けなければならない。 

２ 年度途中のコース変更は認められない。 

【名前又は住所の変更】 
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第３２条 保護者は、この学校に在籍する者の名前又は住所に変更があったときは、速や

かに変更届を校長に提出しなければならない。 

２ 保護者の変更又はその名前若しくは住所に変更があったときは、速やかに変更届を校

長に提出しなければならない。  

 

第７章 賞罰 

 

【表彰】 

第３３条  校長は、教育上必要があると認めるときは、この学校に在籍する者を表彰する

ことができる。 

【懲戒】 

第３４条 この学校の懲戒は、校長が別に定めるところによる。 

 

第８章 職員組織、方針、規程、計画等 

 

【職員組織】 

第３５条 この学校の職員組織は、校長が別に定めるところによる。 

【方針、規定、計画等】 

第３６条 この学校の方針、規程及び計画等は、校長が別に定めるところによる。 

 

第９章 授業料等 

 

【授業料等】 

第３７条 この学校は、高等部の入学検定料、入学料及び授業料は徴収しない。 

 

 

附則 

 この学則は、平成３０年４月１日から施行する。 

 この学則は、令和２年４月１日から施行する。 

 この学則は、令和３年１月１日から施行する。 

 


